










図書館書評大賞講演会 

ご存知ですか？ 

図書館では、書評募集に先立ち、利用者みなさんの読書活動の推進および積極

的な書評大賞への応募促進を図ることを目的とし、書評大賞講演会を実施してい

ます。昨年は『野ブタ。をプロデュース』（河出書房新社）で第 41 回文芸賞を

受賞された白岩玄氏、今年は『介護入門』（文藝春秋）にて第 131 回芥川賞を

受賞されたモブ・ノリオ氏を講師にお招きしました。まだまだ知名度の低いこの

講演会ですが、参加した方からは「満足」「まあ満足」 

の評価を受けています。 

現在、次年度の実施にむけて準備をすすめています。 

書評大賞に応募したいと思っている方もそうでない方も 

ぜひご参加ください。きっと得るものがあるはずです。 

詳しくは、POST、ホームページでお知らせします。

モブ・ノリオ氏講演会のアンケートからご意見を紹介します。（回収 44枚） 

Q4.本日の講演会の満足度をお教えください。 

 満足：22名  まあ満足：15名  普通： 6名  少し不満足：０名  不満足：０名 

満足の理由： 

「楽しかった。『介護入門』読みたくなった。」「自分の考え方・人生観とは全く異なっていて、

非常に参考になった。」「『現実をみて』といわれた感じがした。」「モブさんが、自分が考えた

ことのない理想像なんかを持っていて、今後の大学生活で考えさせられるものがあった。」「聞

きたかった事も、予想もしていなかった事もきけた。」「音楽の話、絵の話などもきけてたのし

かった。」「講演の内容が文章だけでなく絵なども使っていたので、広く楽しめました。」など。

Q５．講演を聴かれた感想（触発されたことなど）をご記入ください。 

「日常の色々な所で、訴える言葉があると知って、探してみようと思いました。」「本と長い付

き合いをするということに触発されました。僕も長く読み続けられる本を探したいと思いまし

た。」「とてもラフなスタイルでとても身近に感じることができたように思う。普段の生活では

絶対出会いそうにない本の紹介をされて、ちょっと衝撃的だった。」「最近なぜか文章を書きた

いと思ってました。本は読むだけでしたが、雑誌に意見が載ったのが原因だと思います。とり

あえず、書評だけでもやろうかと思いました。」など。 

モブ・ノリオ氏講演会「＜書かれた言葉＞について考える」 
H19.6.20実施 参加者 66名


